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黙 想（黙 祷） 

 

招 詞 もろもろの谷は高くせられ、 

もろもろの山と丘とは低くせられ、 

高低のある地は平らになり、険しい所は平地となる。 

こうして主の栄光があらわれ、人は皆ともにこれを見る。 
                 （『讃美歌 21』９３－１－１２） 

 

讃美歌   ２２９（いま来たりませ） 

 

主の祈り 

 

讃 詠    ２８（み栄えあれや） 

 

聖 書   列王記上 ２２章１０節～１７節 
（旧約 ５７２頁） 

信仰告白  使 徒 信 条 
 
メッセージ 「人間の思惑と神の言葉」 多田玲一牧師 
 

祈 祷  ※それぞれ自由にお祈り下さい 

 

讃美歌   ２３９（王なるキリストは） 

 

頌 栄     ２７（父・子・聖霊の） 

 

黙 想（黙 祷） 
 

◎ 讃美歌は歌詞を読むだけでも結構です。 

【主の祈り】 （『讃美歌 21』９３－５－Ａ） 
 
天にまします我らの父よ、ねがわくはみ名をあがめさせたまえ。 
み国を来（きた）らせたまえ。 
みこころの天になるごとく 地にもなさせたまえ。 
我らの日用（にちよう）の糧（かて）を、今日も与えたまえ。 
我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく 
我らの罪をもゆるしたまえ。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出（いだ）したまえ。 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり。 

 アーメン 
 
【信仰告白 使徒信条】 （『讃美歌２１』９３－４－Ａ） 
 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 
我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。 
主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、 
ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、 
十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、 
三日目に死人のうちよりよみがへり、 
天に昇り、全能の父なる神の右に坐したまへり、 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまはん。 
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交はり、罪の赦し、 
身体のよみがへり、永遠の生命を信ず。アーメン。 
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１２月１０日 列王記上 ２２章１０節～１７節 
 
預言者ミカヤとアハブ王の死 
 
10 イスラエルの王はユダの王ヨシャファトと共に、サマリアの

城門の入り口にある麦打ち場で、それぞれ正装して王座に着

いていた。預言者たちは皆、その前に出て預言していた。 
11 ケナアナの子ツィドキヤが数本の鉄の角を作って、「主はこ

う言われる。これをもってアラムを突き、殲滅せよ」と言う

と、 
12 他の預言者たちも皆同様に預言して、「ラモト・ギレアドに

攻め上って勝利を得てください。主は敵を王の手にお渡しに

なります」と言った。 
13 ミカヤを呼びに行った使いの者は、ミカヤにこう言い含めた。

「いいですか。預言者たちは口をそろえて、王に幸運を告げ

ています。どうかあなたも、彼らと同じように語り、幸運を

告げてください。」 
14 ミカヤは、「主は生きておられる。主がわたしに言われる事

をわたしは告げる」と言って、 
15 王のもとに来た。王が、「ミカヤよ、我々はラモト・ギレア

ドに行って戦いを挑むべきか、それとも控えるべきか、どち

らだ」と問うと、彼は、「攻め上って勝利を得てください。

主は敵を王の手にお渡しになります」と答えた。 
 
 
 
 
 
 

 
 
16 そこで王が彼に、「何度誓わせたら、お前は主の名によって

真実だけをわたしに告げるようになるのか」と言うと、 
17 彼は答えた。「イスラエル人が皆、羊飼いのいない羊のよう

に山々に散っているのをわたしは見ました。主は、『彼らに

は主人がいない。彼らをそれぞれ自分の家に無事に帰らせ

よ』と言われました。」 
 
        ※聖書は本文は全て、日本聖書協会『聖書 新共同訳』 
 


